
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田
書
記
長
の
順
番
で
訴
え
ま

し
た
。
長
谷
川
班
長
は
「
私
達

は
、
大
田
貨
物
運
送
と
い
う
会

社
と
雇
用
契
約
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
陽
液
送

と
業
務
委
託
名
目
の
契
約
を

締
結
し
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に

よ
る
液
化
ガ
ス
運
送
の
仕
事

を
始
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

大
陽
液
送
の
制
服
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
、
配
車
指
示
は
、

を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
と
の

規
定
を
制
定
し
て
い
る
。
（
労

働
者
派
遣
法
４０
条
の
６
）
私

達
は
、
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て

大
陽
液
送
と
私
達
と
の
間
に

直
接
の
雇
用
契
約
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
、

同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
大
陽

液
送
従
業
員
と
の
均
等
・
均
衡

待
遇
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
午
前
は
、
裁

判
所
職
員
の
出
勤
時
間
で
あ

っ
た
の
で
、
偽
装
請
負
を
記
載

し
た
ビ
ラ
を
約
２
０
０
枚
配

布
し
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
の
宣
伝
行
動
に

は
、
関
西
合
同
支
部
４
名
、
テ

ー
エ
ス
支
部
２
名
、
大
阪
府
本

部
役
員
３
名
、
そ
の
他
２
名
が

参
加
。
堺
支
部
裁
判
所
前
で
の

訴
え
は
、
鷹
巣
副
委
員
長
、
大

陽
液
送
分
会
・
米
田
組
合
員
、

荻
田
書
記
長
と
原
告
：
大
田
貨

物
班
・
長
谷
川
班
長
。
お
昼
休

み
の
時
間
で
し
た
が
、
人
通
り

も
少
な
く
、
ビ
ラ
配
布
は
２
０

枚
程
度
で
し
た
。 

 

大
田
貨
物
の
配
車
係
か
ら
で

は
な
く
、
大
陽
液
送
配
車
係

か
ら
指
示
を
受
け
て
い
る
。

決
定
権
限
も
大
陽
液
送
が
持

っ
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
大

田
貨
物
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

は
、
液
化
ガ
ス
輸
送
に
必
要

な
ノ
ウ
ハ
ウ
、
車
両
、
物
品

は
何
も
持
っ
て
い
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
陽
液
送

か
ら
業
務
委
託
を
受
け
働
い

て
い
る
。
実
態
か
ら
す
れ
ば
、

労
働
者
派
遣
契
約
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
労
働

者
派
遣
法
は
、
請
負
形
式
を

と
り
な
が
ら
、
実
態
は
労
働

者
派
遣
で
就
労
さ
せ
て
い

る
事
業
所
（
派
遣
先
事
業

者
、
請
負
の
発
注
者
等
）
が

指
揮
命
令
を
継
続
し
て
い

る
場
合
は
、
派
遣
先
事
業
所

が
当
該
労
働
者
に
対
し
て

派
遣
元
の
労
働
条
件
と
同

じ
内
容
で
雇
用
の
申
込
み

 

建
交
労
関
西
合
同
支

部
・
大
陽
液
送
分
会
大
田
貨

物
班
（
以
下
「
大
田
貨
物
班
」

と
い
う
）
は
、
６
月
２
日

（
木
）
午
前
・
午
後
の
２
回
、

大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部

（
以
下
「
堺
支
部
」
と
い
う
）

前
で
偽
装
請
負
裁
判
を
公

正
・
公
平
な
判
断
で
勝
利
判

決
を
出
す
よ
う
訴
え
ま
し

た
。 

 

午
前
は
、
関
西
合
同
支
部

４
名
、
関
西
支
部
１
名
、
大

阪
合
同
支
部
１
名
、
テ
ー
エ

ス
支
部
１
名
、
大
阪
府
本
部

役
員
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
早
朝
８
時
か
ら
行
っ
た

宣
伝
は
、
鷹
巣
副
委
員
長
、

原
告
の
大
田
貨
物
班
・
長
谷

川
班
長
、
大
阪
府
本
部
・
荻
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２
０
２
２
年
建
交
労
フ
ェ
ス

タ
は
、
６
月
１０
日
～
１２
日
（
金

～
日
）
３
日
間
、
京
都
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
急
増
し
た
昨
年
か

ら
延
期
と
な
り
、
４
年
ぶ
り
に

開
催
し
、
北
は
北
海
道
、
南
は

沖
縄
ま
で
全
国
の
建
交
労
の
仲
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の
魅
力
あ
ふ
れ
る
体
験
と
観

光
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

３
日
目
の
全
体
集
会
で

は
、
２
日
間
を
通
し
て
体

験
・
観
光
し
た
様
子
を
ム
ー

ビ
ー
で
上
映
。
そ
の
後
は
、

組
織
代
表
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
、
各
業
種
の
代
表
者
（
ト

ラ
ッ
ク
・
学
童
・
ダ
ン
プ
・

労
職
）
か
ら
感
想
・
決
意
な

ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

３
日
間
を
通
し
て
開
催
さ

れ
た
２
０
２
２
年
建
交
労
フ

ェ
ス
タ
は
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
仲
間
で
交
流
し
、
組
織

強
化
と
団
結
が
強
ま
っ
た
交

流
と
な
り
ま
し
た
。 

 

カ
兵
の
話
を
も
と
に
、
憲
法
改

正
の
危
険
と
戦
争
の
悲
惨
さ

を
交
え
た
話
し
を
約
１
時
間
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
青
年
セ
ミ
ナ
ー

（
陶
芸
体
験
な
ど
）、
女
性
部

企
画
A
コ
ー
ス
（
座
禅
な

ど
）、
B
コ
ー
ス
①
（
七
宝
焼

き
見
学
な
ど
）、
B
コ
ー
ス
②

（
つ
ま
み
細
工
見
学
な
ど
）、

C
コ
ー
ス
（
京
友
禅
染
見
学

な
ど
）
現
地
観
光
A
コ
ー
ス

（
伏
見
・
宇
治
観
光
）、
現
地

観
光
B
コ
ー
ス
（
東
福
寺
・

伏
見
稲
荷
・
京
都
御
苑
観
光
）

に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
京
都

 

初
日
は
、
午
後
１３
時
３０
分

～
京
都
産
業
会
館
ホ
ー
ル
で

開
会
式
を
行
な
わ
れ
、
司
会
進

行
は
、
女
性
部
：
渋
谷
ひ
ろ
み

さ
ん
と
青
年
部
：
武
田
喜
成
さ

ん
で
始
ま
り
、
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ

コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー
「
松
元
ヒ

ロ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
と

題
し
て
、「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」

で
実
体
験
さ
れ
た
元
ア
メ
リ

間
の
皆
さ
ん
２
４
８
名
が
フ

ェ
ス
タ
に
参
加
し
ま
し
た
。
建

交
労
大
阪
か
ら
は
、
関
西
支
部

１８
名
、
関
西
合
同
支
部
１４
名
、

関
西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
、
此
花

支
部
１
名
、
大
阪
合
同
支
部
１

名
、
合
計
３６
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
昨
年
実
績
よ
り
１
職
場
増

え
ま
し
た
が
、
全
職
場
で
の
要

求
提
出
が
達
成 

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
求
提

出
出
来
な
か
っ
た
職
場
は
、
ど

こ
に
要
求
提
出
出
来
な
い
原

因
が
あ
る
の
か
支
部
役
員
が

直
接
職
場
に
入
り
、
原
因
究
明

し
た
う
え
で
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

次
年
度
に
つ
い
て
は
、
全
職

場
で
春
闘
・
夏
期
一
時
金
の
要

求
提
出
が
出
来
る
対
策
と
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

数
は

３６
職
場
・
妥
結
率
は

５８
、
３
％
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
妥
結
額
は
２
，

０
９
６
円
で
前
年
実
績
の

１
，
７
８
１
円
よ
り
３
１
５

大
阪
府
本
部
全
体
の
回
答

状
況
で
は
、
全
体
支
部
分
会
数

６２
職
場
、
対
象
職
場
数
４８
職

場
、
要
求
提
出
３９
職
場
、
要
求

提
出
率
８１
、
３
％
、
有
額
回
答

円
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

回
答
状
況
の
特
徴
で
は
、
前

年
実
績
を
上
回
っ
た
の
は

１７
職
場
・
分
会
で
、
う
ち
ト

ラ
ッ
ク
部
会
関
係
が

１０
職

場
、
建
設
が
２
職
場
、
生
コ

ン
２
職
場
、
鉄
道
１
職
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
関
係
、

酸
素
関
係
は
、
昨
年
実
績
と
同

額
、
そ
の
他
は
ゼ
ロ 

回
答
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

大
阪
府
本
部
２２
春
闘
で
の
最

高
賃
上
げ
額
は
、
大
阪
合
同
支

部
：
ト
ラ
ッ
ク
職
場
・
雄
飛
分

会
９
，
０
４
８
円
で
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
経
済
の
落
ち
込
み
に

く
わ
え
て
、
燃
料 

高
騰
が
原
因
で
、
政
府
が
経
財

界
に
要
望
し
た
３
％
の
賃
上

げ
に
程
遠
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
要
求
提
出
状
況
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て
い
な
い
支
部
も
あ
り
ま
し

た
。 

大
阪
府
本
部
は
、
各
支
部
の

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
に
基

づ
き
賃
上
げ
交
渉
の
た
た
か

い
を
す
す
め
て
い
く
事
を
確

認
し
て
き
ま
し
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
内
容
を
活
か
せ
る
春

闘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
の
取
り
組
み
も
十
分
行
え

て
い
な
い
支
部
も
あ
り
ま
し

た
。 

 

た
組
織
も
あ
り
ま
し
た
が
高

額
回
答
は
殆
ど
な
く
、
平
均

額
が
大
き
く
前
進
す
る
結
果

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大
阪
府
本
部
は
、
各
支
部

の
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
に

基
づ
き
賃
上
げ
交
渉
の
た
た

か
い
を
す
す
め
て
い
く
事
を

確
認
し
て
き
ま
し
た
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
内
容
を
活
か
せ
る

春
闘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
の
取
り
組
み
も
十
分
行
え

低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
た
た
か
い
全
体
で
の
奮

闘
と
前
進
は
あ
る
も
の
の
、

国
民
春
闘
に
寄
せ
ら
れ
た
期

待
、
賃
上
げ
を
求
め
る
広
範

な
世
論
を
活
か
し
き
れ
ず
、

低
額
回
答
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
上
積
み
獲
得
や
賃
上

げ
９
，
０
４
８
円
を
獲
得
し

の
が
現
状
で
す
。
一
方
、
食

料
品
の
値
上
げ
物
価
上
昇
を

考
慮
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の

成
果
に
よ
っ
て
、
賃
上
げ
の

流
れ
が
経
済
界
に
も
及
び
昨

年
実
績
以
上
の
賃
上
げ
を
実

現
し
た
職
場
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

 
今
年
度
の
春
闘
到
達
点
は
、

昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
く
わ
え
て
、
燃

料
高
騰
に
よ
り
、
昨
年
実
績
を

下
回
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
側
の
回
答
は
先
行
き
不

透
明
と
い
う
理
由
で
大
幅
な

賃
上
げ
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
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